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「
原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」(

産
業
界
、
大
学
・
高
専
、
行

政
機
関
、
地
方
自
治
体
等
か
ら
な
る
原
子
力
人
材
育
成
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム)
の
二
○
二
二
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
月
一
四
日
、
都
内

で
開
催
さ
れ
た
（
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）。
一

年
間
の
活
動
成
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
人
材
育
成
に
資
す

る
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
な
ど
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
議
論
し
た
。
次

世
代
人
材
育
成
の
テ
ー
マ
で
は
学
校
教
科
書
の
原
子
力
や
放
射
線
に
関

わ
る
記
述
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
委
員
長
を
務
め
る
日
本
原
子
力
産
業
協
会

の
新
井
史
朗
理
事
長
は
、
開
会
に
際
し
て
挨
拶
。
先
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現
に
向
け

た
基
本
方
針
」
の
中
で
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
寄
与

し
、
脱
炭
素
効
果
の
高
い
電

源
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
と
も
に
、
原
子
力

を
最
大
限
活
用
す
る
」
方

針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
言
及

し
、「
原
子
力
に
関
わ
る
人

材
育
成
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
共
通
の
思
い
を
新
た
に

し
て
も
ら
い
」
と
述
べ
た
ほ

か
、「
機
関
横
断
的
な
活
動
の

成
果
が
一
層
実
り
あ
る
も
の

と
な
っ
て
欲
し
い
」
と
、
有

意
義
な
議
論
を
期
待
し
た
。

　

原
子
力
人
材
育
成
に
資
す

る
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
に
関

し
、
日
本
原
子
力
文
化
財
団

は
、毎
年
実
施
し
て
い
る
「
原

子
力
に
関
す
る
世
論
調
査
」

（
全
国
一
五
～
七
九
歳
の
男

女
対
象
）
に
つ
い
て
紹
介
。

直
近
の
二
○
二
一
年
度
調
査

か
ら
、「
若
年
層
は
他
の
年
代
よ
り
、
今
後
の
原
子
力
発
電
の
利
用
に

対
す
る
肯
定
意
見
の
割
合
が
多
い
」
と
の
分
析
結
果
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
次
世
代
人
材
育
成
の
テ
ー
マ
で
は
、
日
本
原
子
力
学
会
教
科

書
調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
主
査
を
務
め
る
筆
者
が
小
中
高
校
の
教

科
書
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
原
子
力
、
放
射
線
に
関
わ
る
記
述
の
充

実
化
に
向
け
た
調
査
結
果
を
説
明
。
同
調
査
で
は
、
教
科
書
改
訂
な
ど

の
時
宜
を
と
ら
え
、
対
象
学
年
・
教
科
は
調
査
年
次
に
よ
り
異
な
る
が
、

一
九
九
六
年
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
一
七
件
の
報
告
書
を
発
表
し
、
文
部

科
学
省
、
教
科
書
出
版
会
社
な
ど
に
提
言
を
行
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、

昨
夏
、
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
二
○
二
二
年
度
使
用
開
始
の
高
校
教
科

書
を
対
象
と
し
た
調
査
は
、
地
理
歴
史
、
公
民
、
理
科
、
保
健
体
育
、

家
庭
、
工
業
に
つ
い
て
、
計
一
一
科
目
・
七
二
冊
の
教
科
書
を
対
象
に

実
施
。
新
設
さ
れ
た
「
公
共
」（
公
民
の
一
科
目
）
に
関
連
し
、
社
会

系
の
教
科
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定
性
、
安
全
性
、
環
境
へ
の
影
響
に
も

言
及
す
る
よ
う
提
言
。
ま
た
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
の

学
び
に
関
し
、「
考
え
る
べ
き
視
点
が
様
々
か
つ
一
教
科
の
学
び
で
完

結
し
な
い
」、「
そ
れ
ゆ
え
に
、
新
学
習
指
導
要
領
が
掲
げ
る
『
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
』
を
展
開
で
き
る
」
と
し
た
上
で
、調
べ
学
習
、デ
ィ

ベ
ー
ト
、
観
察
・
実
験
を
採
り
入
れ
る
な
ど
、
教
科
横
断
的
な
関
連
を

理
解
さ
せ
る
工
夫
を
要
望
し
て
い
る
。
筆
者
は
、同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
報
告
書
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
例
も
紹
介
。
今
後
の

活
動
と
し
て
、「
現
場
の
先
生
方
、
教
科
書
会
社
で
執
筆
し
て
い
る
担

当
者
と
直
接
の
意
見
交
換
も
行
い
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
近
畿
大
学
の
若
林
源
一
郎
教
授
よ
り
、
同
大
学
が
所
有
す
る

原
子
炉
を
用
い
た
中
等
教
育
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と
し
て
、
理
科
教

員
向
け
や
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
原
子
炉
実
験
研
修
会
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
最
近
の
中
学
生
や
高
校
生
に
は
良
く
出
来
た
Ａ
Ｉ
お

た
く
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
た
。

 

大
井
川
宏
之
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶

で
は
、
Ｇ
Ｘ
で
原
子
力
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
、
人
材
育
成
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
そ
れ
を
支
え
る
両
輪
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
に
関
係
す
る

偉
大
な
神
経
学
者
を
紹
介
し
た
い
。
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
は
、

一
八
五
六
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
（
現
チ
ェ
コ
・

プ
シ
ー
ボ
ル
）
で
ユ
ダ
ヤ
人
毛
織
物
商
人
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

七
三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
入
学
、
二
年
間
物
理
な
ど
を
学
び
、
医
学

部
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
の
生
理
学
研
究
所
に
入
り
、
両
生
類
・

魚
類
の
脊
髄
神
経
細
胞
を
研
究
し
た
。
八
一
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
を
卒

業
後
、
八
五
年
パ
リ
へ
留
学
し
、
神
経
学
者
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
タ
ン
・
シ
ャ

ル
コ
ー
の
も
と
で
催
眠
に
よ
る
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
状
の
治
療
法
を
学
び
、

翌
年
ウ
ィ
ー
ン
へ
帰
り
、
こ
の
治
療
法
を
一
般
開
業
医
と
し
て
実
践
。

治
療
技
法
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
良
を
加
え
、
最
終
的
に
自
由
連
想
法
に
た

ど
り
つ
き
、
こ
の
治
療
法
を
精
神
分
析
と
名
づ
け
た
。
そ
の
後
、
フ
ロ

イ
ト
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
原
因
は
幼
少
期
に
受
け
た
性
的
虐
待
の
結
果

で
あ
る
と
い
う
病
因
論
な
ら
び
に
精
神
病
理
を
発
表
。
今
日
の
心
的
外

傷
の
概
念
に
通
じ
る
も
の
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
彼
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
患

者
が
無
意
識
に
封
印
し
た
内
容
を
、
身
体
症
状
と
し
て
表
出
す
る
の
で

は
な
く
、
回
想
し
言
語
化
し
て
表
出
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
症
状
は

消
失
す
る
除
反
応
と
い
う
治
療
法
に
た
ど
り
つ
く
。
や
が
て
彼
の
関
心

は
心
的
外
傷
か
ら
無
意
識
そ
の
も
の
へ
と
移
り
、
精
神
分
析
は
無
意
識

に
関
す
る
科
学
と
し
て
方
向
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
自
我
・
エ
ス
・

超
自
我
か
ら
な
る
構
造
論
と
神
経
症
論
を
確
立
さ
せ
た
。
当
時
、
ユ
ダ

ヤ
人
は
大
学
で
教
職
を
持
ち
、
研
究
者
と
な
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
の

で
、
フ
ロ
イ
ト
も
市
井
の
開
業
医
と
し
て
生
計
を
立
て
つ
つ
研
究
に
勤

し
ん
だ
。
ス
イ
ス
の
ユ
ン
グ
は
協
力
者
と
し
て
暫
く
親
交
が
あ
っ
た
が
、

後
に
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ロ
イ
ト
は
、
人
間
の
心
の
無
意

識
と
い
う
世
界
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
と
な
ら
ん
で
二
○
世
紀
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
の
一

人
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
一
九
二
八
年
に
兵
庫
県
多
紀
郡
篠
山
町
（
現
：
丹
波
篠
山
市
）

に
生
ま
れ
た
河
合
隼
雄
は
、
旧
制
神
戸
工
業
専
門
学
校
を
経
て
、
五
二

年
京
都
大
学
理
学
部
数
学
科
を
卒
業
。
兄
の
雅
雄
が
フ
ロ
イ
ト
の
「
夢

判
断
」
を
読
ん
で
「
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
夜
眠
れ
な
か
っ
た
」

と
言
う
と
、「
シ
ョ
ッ
ク
な
ん
か
受
け
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
面
白
い
本
は

な
い
と
思
う
」
と
答
え
た
。
京
都
大
学
大
学
院
に
籍
を
置
き
、
心
理
学

を
学
び
つ
つ
数
学
の
高
校
教
諭
と
し
て
三
年
間
勤
務
。
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ

ハ
テ
ス
ト
が
彼
の
心
理
学
の
土
台
を
築
く
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
五
九
年
に
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
へ
留
学
し
、
ク
ロ
ッ
パ
ー
や
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
マ
ン
の

指
導
を
受
け
た
。
留
学
期
間
が
切
れ
た
後
も
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

ク
ロ
ッ
パ
ー
は
河
合
に
ス
イ
ス
の
ユ
ン
グ
研
究
所
へ
の
留
学
を
勧
め
た
。

六
二
年
に
天
理
大
学
で
助
教
授
に
な
っ
た
後
、
六
二
年
～
六
五
年
ま
で
、

ユ
ン
グ
研
究
所
で
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ユ
ン
グ
派
分
析
家
の
資
格
を

得
る
。
帰
国
後
、七
二
年
～
九
二
年
ま
で
京
都
大
学
教
育
学
部
で
助
教
授
、

教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
る
。
河
合
は
、
欧
米
で
修
め
た
心
理
学
を
日
本

で
は
同
様
に
適
用
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
日
本
的
環
境
や
日
本
的

心
性
に
あ
っ
た
心
理
療
法
を
工
夫
し
て
創
る
こ
と
に
苦
心
し
た
と
い
う
。

著
書
『
ユ
ン
グ
心
理
学
と
仏
教
』
は
、
河
合
に
よ
る
日
本
人
の
深
層
心

理
研
究
の
到
達
点
に
し
て
、
同
人
の
著
作
の
一
つ
の
頂
点
と
も
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
日
本
人
に
典
型
的
な
治
癒
過
程
が
、
確
固
た

る
「
自
我
」
を
出
発
点
と
す
る
精
神
分
析
学
と
は
逆
方
向
の
志
向
性
を

持
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
箱
庭
療
法
を
日
本
へ
初
め
て

導
入
。
臨
床
心
理
学
・
分
析
心
理
学
の
立
場
か
ら
八
八
年
に
日
本
臨
床

心
理
士
資
格
認
定
協
会
を
設
立
し
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
整
備
に
も
貢

献
。
二
○
○
○
年
に
文
化
功
労
者
を
受
章
し
た
。「
視
野
を
広
げ
る
た
め

に
一
番
大
事
な
も
の
は
、「
道
草
、
ゆ
と
り
、
遊
び
」」
と
の
名
言
が
あ
る
。

 

余
談
で
あ
る
が
、
原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
た

二
○
一
○
年
一
一
月
に
筆
者
は
初
代
の
事
務
局
長
を
務
め
た
。
フ
ロ
イ

ト
の
膨
大
な
著
作
に
は
目
を
通
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
無
意
識
の
重
要

性
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

河
合
教
授
の
名
言
は
教
育
に
と
っ
て

含
蓄
が
深
い
と
思
う
。
今
月
も
両
市

に
関
連
す
る
偉
大
な
神
経
学
者
を
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝

し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
が
所
蔵
す

る
フ
ロ
イ
ト
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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